
私立大学図書館協会西地区部会 
中国・四国地区協議会 2005年度総会 

議 事 要 録 
 

開催日時 2005年 4月 22日(金)9:00～11:00 
開催場所 セントコア山口 山口市湯田温泉 3 
参加校  31校 53名 

 
挨  拶 (理事校) 広島経済大学図書館 館長 片岡幸男 
議長選出 慣例により地区理事校の館長(広島経済大学図書館 片岡館長)が選出された。 
自己紹介 参加者全員の自己紹介を着席順に行った。新規加盟館の中国学園大学から加盟

の挨拶があった。また、中国学園大学は、8月に開催される総会で正式に加盟が
認められるため、オブザーバーとしての出席であったが、議長より中国学園大

学の発言を認めたいとの提案があり、了承された。 
 
議  事 
 
Ⅰ 報告事項 

1 2004年度 中国・四国地区協議会会務報告 
2 2004年度 西地区部会会務報告 
3 2004年度 私立大学図書館協会会務報告 
 中国・四国地区理事校広島経済大学図書館(西川)から「総会資料」１頁～９頁に基づき
上記 1～3の会務報告について一括して報告があった。 

 
Ⅱ 協議事項 
 
「第 1号議案」2005年度（第 35回）私立大学図書館協会中国・四国地区研究会について 

2005年度責任幹事校の就実大学図書館(角房)から総会資料 10頁に基づき中国・四国地   
 区研究会の開催要項（案）が提案され，異議なく原案通り承認された。 
 
「第２号議案」2007･2008年度私立大学図書館協会中国・四国地区研究会幹事校について 
  広島経済大学図書館(西川)から「研究会幹事校は，3地区の持ち回りでローテーション   
することになっているが、昨年度の総会で 2007年度の広島・山口地区の幹事校が決まっ   
ていなかった。総会終了後、幹事校の広島工業大学さんのご尽力により、2007・2008 
年度の広島・山口地区幹事校が広島女学院大学に決まったので、改めてご承認いただき

たいと。」との提案説明があり、承認された。 



「第 3号議案」2006･2007年度私立大学図書館協会中国・四国地区研究会発表校について 
広島経済大学図書館(西川)から「すでに昨年度の総会で 2010 年度までの発表校が協議
されており、2006年度は資料の 33頁のとおり決まっておりますが、2007年度の広島・
山口地区が決まっておりませんので、ご協議いただきたい」との提案理由が述べられた。  
広島経済大学(西川)より、広島・山口地区固有の問題なので会議終了後、相談したいと
の発言があり、了承された。 

 
「第 4号議案」2006年度私立大学図書館協会西地区部会総会当番校について 
広島経済大学図書館(西川)から「昨年度総会で、2006 年度西地区部会総会の担当は広
島・山口地区なので、地区で協議して欲しいとのことであった。前年度の総会終了後、

広島・山口地区で協議した結果、広島修道大学さんにお引き受けいただいたので、報告

するとともにご承認を頂きたい。」との提案理が述べられ、了承された。 
 
「第 5号議案」2008年度私立大学図書館協会西地区部会研究会当番校について 
広島経済大学図書館(西川)から，「2008年度西地区研究会当番校が中国四国地区協議会
となっており（資料 P.32参照）、当地区での順番では、四国地区が当番となっていた。昨
年度の総会で、四国地区へのローテーションが不公平であるとの問題提起がなされ、広

島･山口地区で引き受けるよう協議した結果、まとめ切れなかったので改めて協議をお願

いしたい。」との提案説明があり、協議に入った。 
四国地区からは、広島・山口地区でやっていない大学が沢山あるので、ぜひ引き受け

て欲しいとう意見があった。広島・山口地区からは、広島・山口地区が引き受けるとい

うより岡山・鳥取地区も含め、西地区の総会および研究会当番校のローテーションを見

直してはどうかとの意見があった。岡山・鳥取地区から、理事校・幹事校で相談の上、

新しいローテーション(案)を提案して欲しいとの提案があり、休憩に入った。 
休憩時間を利用して理事校の広島経済大学、幹事校の就実大学、高松大学が協議し、

旧来の三地区均等のローテーションを、西地区部会関係に限り「広島・山口地区→岡山・

鳥取地区→広島・山口地区→岡山・鳥取地区→四国地区」というローテーション案をま

とめ、再開した総会に提案された。 
協議の結果、理事校・幹事校の提案が承認され、西地区部会関係の当番校は、以下の

通りとなった。 
    （総 会）              （研 究 会） 

2006年度 広島・山口(広島修道大)     1998年度 広島・山口(広島工業大学) 
2011年度 岡山・鳥取                2003年度 岡山・鳥取(就実大学) 
2016年度 広島・山口                2008年度 広島・山口 
2021年度 岡山・鳥取                2013年度 岡山・鳥取 
2026年度 四 国                    2018年度 四 国 



「第 6号議案」中国・四国地区協議会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ及びﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄに関する申し合わせについて 
岡山商科大学附属図書館(奥田)から「昨年度の総会で理事校の岡山商科大学が提案し、
文面を精査した後、今年度の総会に報告することになっていた。前ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ委員の岡山

理科大学、理事校の広島経済大学の協力で、資料１２,１３ページのとおり提案したい」
との提案説明があった。協議の結果、若干の文言の修正はあったが概ね原案通り承認さ

れた。 
 
Ⅲ 確認事項 
広島経済大学図書館(西川)から「総会資料」１１頁に記載されている事項について、以下
のとおり確認がなされた。 
①2005 年度(第 35 回)中国・四国地区研究会発表校 

岡山・鳥取地区    岡山商科大学 

          広島・山口地区    比治山大学  

           四  国  地  区    高知工科大学 

②2005･2006 年度中国四国地区研究会責任幹事校 

         2005 年度（岡山・鳥取地区）  就実大学 

         2006 年度（四国地区）     高松大学 

Ⅳ．その他 
①第 66回私立大学図書館協会総会・研究大会について 
 松山大学図書館の宍戸館長より、今年度松山大学が当番校として開催する第 66 回私
立大学図書館協会総会・研究大会についての案内があった。 
 
②「永年勤続表彰制度検討委員会答申」について 
広島経済大学図書館(西川)から標記の件について、西地区部会長校の久留米大学から

1）2006年度からの制度廃止について、2）今後の協会事業のあり方について、地区協
議会の意見を取りまとめるよう要請があったとの説明の後、意見が求められた。 
出された意見は、以下のとおりであった。 
・ 図書館員の異動が多い現状では、今後該当者が出なくなるのではないか 
・ 廃止に反対である  
・ 図書館界にとっては、必要な制度ではないか 
・ 後 1年で表彰される対象者がいるのに廃止されるのは残念 
・ なぜ廃止なのか？財政的な理由であるならその根拠となる数字を挙げて欲しい 
 

閉会挨拶（理事校） 広島経済大学図書館 館長 片岡幸雄 
 


